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矢巾町音楽祭矢巾町音楽祭

煙山小吹奏楽部

矢巾北中特設合唱部矢巾中吹奏楽部

　
出
演
者
・
観
客

出
演
者
・
観
客

と
も
に
楽
し
む

と
も
に
楽
し
む

　

第
１
回
矢
巾
町
音
楽
祭
は
10

月

18

日
、
田
園
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
内
小
中
学
校
の
吹
奏
楽

部
な
ど
に
加
え
、
今
年
で
交
流
開

始
か
ら
20

周
年
と
な
る
普
代
村
の

鵜
鳥
神
楽
保
存
会
を
含
め
た
７
団

体
が
出
演
。
コ
ロ
ナ
禍
で
音
楽
イ

ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
と
な
る
中
、

「
音
楽
の
力
で
町
を
元
気
に
」
と

い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
実
施
し
た
音

楽
祭
で
、
各
団
体
が
特
色
あ
る
演

出
を
展
開
し
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響

か
せ
て
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

町
内
小
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
や

合
唱
部
な
ど
が
出
演
す
る
午
前
の

部
、
鵜
鳥
神
楽
保
存
会
と
不
来
方

高
校
音
楽
部
が
出
演
す
る
午
後
の

部
を
合
わ
せ
て
約
６
３
０
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
演
奏
が
終
わ
る
た
び

に
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
他
、「
ア

ン
コ
ー
ル
」
の
声
も
上
が
る
な
ど
、

町
内
に
お
け
る
初
め
て
の
音
楽
の

祭
典
は
、
出
演
者
と
来
場
者
の
双

方
に
と
っ
て
、
心
か
ら
音
楽
を
楽

し
め
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
「
音
楽
の
ま
ち　

や
は
ば
」

宣
言
文
を
朗
読
す
る
小
田
島
玄
基
君
（
煙
山
小
６
年
）
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♬
第 1回第 1回

鵜鳥神楽（普代村）

不動小 4年生 不来方高音楽部

矢巾北中吹奏楽部

最
後
の
ス
テ
ー
ジ

最
後
の
ス
テ
ー
ジ

　

初
開
催
と
な
っ
た
町
音
楽
祭
で

の
演
奏
は
、
来
年
に
卒
業
を
控
え

る
小
学
６
年
生
や
中
学
３
年
生
な

ど
に
と
っ
て
、
最
後
の
演
奏
の
場

と
な
り
ま
し
た
。
演
奏
後
、
涙
を

み
せ
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
を
後
に
す

る
児
童
生
徒
も
お
り
、
音
楽
祭
で

の
発
表
に
掛
け
た
思
い
が
、
観
客

へ
伝
わ
り
ま
し
た
。

　

以
下
、
出
演
団
体
の
う
ち
、
２

団
体
の
部
長
の
コ
メ
ン
ト
を
紹
介

し
ま
す
。

▼
煙
山
小
吹
奏
楽
部　

生
田
侑ゆ

う

り里

部
長
（
６
年
）
緊
張
し
た
が
、
今

ま
で
で
一
番
、
良
い
演
奏
が
で
き

た
。
６
年
生
全
員
で
後
輩
を
引
っ

張
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
、
良
い

部
に
成
長
さ
せ
ら
れ
た
と
思
う
。

▼
矢
巾
北
中
吹
奏
楽
部　

前
澤

仁に

の之
部
長
（
３
年
）
例
年
よ
り
活

動
の
場
が
少
な
い
分
、
少
な
い
時

間
と
チ
ャ
ン
ス
を
大
事
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
み
ん
な
笑
顔
で
、
胸

を
張
っ
て
臨
む
こ
と
が
で
き
た
と

思
う
。
演
奏
を
終
え
て
、
達
成
感

を
感
じ
ら
れ
る
ス
テ
ー
ジ
に
で
き

た
。
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